
『
『
陪
村
に
堂
見
と
云
厨
に
、
石
動
山
細
目
指
を
易
し
奉

b
て
い
か
け
山
と
一
干
し叩。
本
名
は
術
館
山
也
。
昔
五

十
回
初
あ
b
し
也
。
今
は
機
製
枇
則
賞
三
幼
あ
り
。
』

と
あ
る
。

左
衛
門
祐
市
、
文
政
一八
年
以
来
務
命
を
受
け
て
製
作

に
従
っ
た
が
、お
永
二
年
宗
家
の
絶
え
た
慢
を
艶
ぎ
、

明
治
十
年
裂
し
た
。

イ
ガ
ラ
シ
シ
ョ
ウ
ベ
イ

五

十

嵐
庄
兵

衛

拙

金

工
。
肢
兵
衛
は
古
道
甫
の
門
人
で
あ
る
が
、
技
術
岡
田

努
で
あ
っ
た
錫
五
十
嵐
氏
を
ロ
す
こ
と
を
許
さ
れ

た
。
庄
兵
衛
の
子
長
左
衛
門
道
路
は
明
和
五
年
に
夜

し
、
長
左
衛
門
の
弟
庄
青
春
逃
は
安
永
=
一
年
に
夜
し

た
。
道
院
の
子
奥
右
衛
門
向
鹿
第
三
代
と
な
り
、
天

明
六
年
に
夜
し
、
そ
の
長
子
奥
右
衛
向
肢
は
、
五
十

臥
氏
中
興
と
群
せ
ら
れ
る
名
手
で
、
文
化
入
年
に
夜

し
た
。
嗣
な
〈
、
加
藤
庄
次
郎
な
る
者
入
b
て
第
五

代
と
な

h
、
奥
右
衛
門
向
腐
の
名
を
裂
い
だ
。
蹴
は

審
制
。
亦
精
妙
の
昨
一
を
得
、
天
保
入
年
四
十
八
践
で

夜
し
た
。
良
子
郎
次
削
凶
器
信
出
で
L
佐
賀
野
屋
高
助

の
家
を
剛
山
ぎ
、
次
子
奥
三
郎
は
別
に
家
を
起
し
て
奥

右
衛
門
向
脱
に
な
っ
た
。
蹴
は
春
前
。
之
を
以
て
季

子
乙
吉
が
春
測
の
後
を
磁
ぎ
第
八
代
と
な

b
、
後
に

長
左
衛
門
と
改
め
た
。
円
前
永
二
年
裂
し
、
子
な
〈
、

支
縦
長
左
衛
門
祐
市
入
っ
て
統
を
受
け
た
。

イ
ガ
ラ
シ
ソ
ウ
ベ
イ
五
十
嵐
宗
兵
衛
揃
金
工
。

初
代
宗
兵
衛
は
蒋
三
郎
道
甫
の
存
生
中
そ
の
養
子
に

な
り
、
後
に
喜
三
郎
と
い
っ
た
。
元
文
四
年
七
月
夜
。

ニ
代
も
宗
兵
衛
で
、
W
H
延
三
年
十
二
月
病
死
。
三
代

宗
兵
衛
は
前
凶
霊
山
慣
が
明
和
三
年
安
践
の
際
都
府
に

献
納
す
る
務
総
を
製
し
た
。
四
代
宗
兵
衛
は
後
に
宗

平
と
改
め
、
文
政
六
年
主
且
夜
。
五
代
宗
平
は
す
〈
政

七
年
御
用
時
給
師
と
な
り
、
ぷ
永
二
年
十
月
夜
。
六

代
宗
M
T
も
滞
米
の
御
用
時
給
師
で
あ
っ
た
。

イ
ガ
ラ
シ
チ
五
十
嵐

震

大

恕
寺
の
入
。
遇
制
榊

幸
太
郎
。
脱
は
拙
山
。
滞
侯
に
仕
へ
て
職
四
十
伎
を

受
け
、
踏
を
東
方
芝
山
に
怨
ん
で
そ
の
日
足
で
あ
っ

た
が
、
晩
年
殆
ど
鍍
を
執
ら
な
か
っ
た
。
明
治
二
十

加担
・銭
関
・臨
喝
花
関
等
の
蜘
叫
が
あ
る
。

町
政
五
年
十

-
一
周
越
中
寝
技
部
内
島
村
に
生
ま
れ
、
文
化
八
年
十

村
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
政
二
年
務
侯
が
民
俗
革
新
を
企

て
た
際
能
菅
島
に
抗
さ
れ
た
。
そ
の
抽
制
限
中
、
伊
夜

比
略
称
駐
の
制
服
飴
木
辿
老
を
紡
ひ
て
紙
お
を
締

き
、
数
犯
の
後
散
を
本
医
太
平
に

mqひ
、
叉
制
民
を
也

士
谷
御
杖
に
執
り
、
文
政
十
二
年
近
江
の
望
月
幸
智

を
迎
へ
て
言
騒
の
奥
殺
を
受
け
た
。
安
政
王
年
間
後

の
千
住
弘
太
夫
が
越
中
に
入
る
や
、
そ
の
良
市
中
に
粉

し
き
を
以
て
留
め
て
彼
が
設
を
悶
い
た
が
、
事
務
隠

の
知
る
所
と
な
り
、
流
リ
出
入
札γ
一
宿
泊
せ
し
め
た
放
を

以
て
関
門
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
一
年
に
及
ん
だ
。
鰐

好
叉
関
流
の
興
月
?
を
石
黒
信
自
に
怨
ん
で
、
文
化
八

年
允
可
を
得
、
安
政
四
年
十
二
且
新
都
制
限
法
を
刊

行
し
た
。
砲
年
多
〈
金
慨
に
住
し
、
文
久
元
年
正
且

二
十
四
日
夜
、
平
年
六
十
九
。
討
す
所
沢
十
胤
五
考
・

謀
役
考
・
郷
挺
考
・
雌
間
開
同
銀
・間
的
問
削
・
航
製
初
制
・

献
血
千
次
訓
・
駄
向
型
三
削
・
出
士
谷
御
杖
紙
文
集
・
協
組

爪出問
・伊
勢
物
際
披
窓
・天
羽
怨
談
・言
明
阻
放
路
・名
言

総
本
末
・放
軒
町
百
首
式
紙
形
・養
老
和
欧
州
県
・然
日
嗣
叫
・

一
例
県
秘
僻
等
が
あ
り
、
そ
の
他
民
政
等
に
倒
す
る
も

の
亦
多
い
。
昭
和
三
担
十
一

且
十
日
特
旨
を
以
て
従

五
位
を
追
隠
せ
ら
れ
た
。

イ
ガ
ラ
シ
ゴ
コ
ウ
ホ
イ
豆
十
嵐
五
考
補
選
一

加
。
弘
化
三
年
武
部
敏
仔
若
。

荒
十
臥
飾
好
の
諾
し

た
改
作
方
五
考
に
漏
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ

司
令
。

イ
カ
ゴ
マ
生
ハ
チ
五
十
子
又
八

背
山
吉
次
の

家
士
。
医
長
五
年
八
且
前
田
利
長
の
大
型
寺
攻
械
に

従
ひ
密
閉
功
を
ホ
て
た
。
末
孫
は
祥
か
で
な
い
。

イ
カ
虫
マ
ガ
ハ
い
か
玉
川

臨
京
都
内
保
領
山

か
ら
流
出
し
、
内
保
で
入
ケ

川
に
訴
合
ふ
。
水
源
か

ら
宮
市
合
ま
で
六
粁
許
。

イ
カ
ハ
コ
ウ
ハ
ク
五
十
川
剛
伯

芋
は
梼
之
、

純
白
草
と
恕
し
た
。
格
儒
梅
庵
の
子
で
、
平
生
憐
慨
に

し
て
気
を
貨
ふ
の
風
が
あ
っ
た
。
剛
伯
二
十
歳
の

時
、
寛
文
八
年
七
且
前
回
綱
紀
歳
俸
三
十
人
扶
持
及

び
銀
三
十
枚
を
給
し
、
朱
舜
水
に
従
遊
せ
し
め
、
延

賀
三
年
五
且
型
略
成
る
を
以
て
、
滞
の
冊
目
別
に
列
し

て
勝
三
百
石
を
食
ま
し
め
た
が
、
実
利
元
年
拝
水
裂

す
る
に
及
ん
で
蹄
務
し
た
。
元
職
元
年
十
一

且
剛

伯
、
綱
紀
の
園
田
を
器
じ
て
祭
疑
問
曲
折
一
百
四
十
六
巻

中
の
助
問
鈍
袈
一

部
十
三
容
を
御
じ
、
叉
向
付
純
一
部

九
加
を
編
し
た
。
剛
伯
の
才
製
は
平
岩
仙
佳
と
椙
伯

仲
し
、
一
時
凶
卿
大
夫
本
多
政
敏
・
奥
村
感
蹄
・
津
田

市
昭
・本
多
政
各
の
謎
其
の
門
に
遊
ん
だ
。
晩
年
城

西
の
僻
阪
に
山
知
を
結
ん
で
遊
息
の
所
と
な
し
、
梧

且
軒
と
名
づ
け
た
。
そ
の
詩
文
集
に
ぬ
ゑ
集
が
あ
る
。

元
厳
十
一
年
十
二

E
、
側
伯
そ
の
子
源
一
郎
の
贋
銀

の
罪
に
坐
し
て
、
生
駒
直
政
の
家
に
鍋
せ
ら
れ、

明

年
五
且
二
十
六
日
能
奄
の
凶
村
に
諭
せ
ら
れ
、
源
一

郎
は
前
回
大
勝
に
預
け
ら
れ
て
後
側
首
と
な
り
、
次

男
賞
三
郎
は
帝
人
と
共
に
疏
刑
と
な
っ
た
。

イ
ガ
ラ
シ
ア
ツ
ヨ
シ
五
十
嵐
駕
好

一
名
厚
襲
。

幼
字
小
五
郎
、
長
じ
て
小
川
副
次
と
い
ひ
、
後
に
父
の

名
を
製
ぎ
て
孫
作
と
改
め
た
。
臥
牛
知
・
寄
瀬

・柏崎

イ
ガ
ラ
シ
シ
ョ
ウ
ス
ケ
五
十
嵐
庄
助

錨

金
主
。

庄
助
は
五
十
嵐
長
左
衛
門
道
院
の
子
典
右
衛
門
向
院

の
二
子
で
、

別
に

一
家
を
創
立
し
た
。
凱
は
指
且
。

寛
政
九
年
に
裂
し
た
。
庄
助
の
弟
長
友
衛
門
邸
前
副

ぎ
、
技
術
後
努
な
る
を
以
て
二
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ

た
が
、
天
保
八
年
七
十
徐
践
で
残
し
た
。
そ
の
子
持

イ
カ

帥
陣
容
の
頃
六
十
除
践
を
以
て

E
。

イ
ガ
ラ
シ
ド
ウ
ホ
五
十
嵐
蓮
司
同
備
金
工
。
市

胞
の
子
。
幼
名
忠
三
郎
。
京
都
須
踏
町
に
住
し
た
が
、

見
永
中
前
田
利
治
の
mw
に
麟
じ
て
金
糊
に
下
台
、
込

老
の
後
格
に
殴
っ
て
残
し
た
。
慌
に
之
を
古
近
世
川
と

い
」。イ

ガ
ラ
シ
ド
ウ
ホ
五
十
嵐
道
南

描
金
工
。
逝

甫
第
二
代
。
初
名
喜
三
郎
。
京
都
室
町
の
幸
阿
揃
沼

三
郎
の
弟
で
、
古
道
南
に
養
は
れ
、
共
に
金
持
に
下

っ
た
。
後
家
を
袋
ぎ
、
亦
遺
甫
と
引
相
し
て
御
門
前
附

に
位
し
た
。
そ
の
死
は
元
政
十
五
年
以
後
正
徳
五
年

以
前
と
推
定
す
る
理
闘
が
あ
る
。

イ
カ
リ
五
十
里

鳳
歪
郡
中
町
野
郷
に
邸
す
る

部
落
。イ

カ
リ
イ
シ
亙
+
里
右

鳳
軍
部
五
十
堅
か
ら

益
す
る
石
刻
。
安
山
場
質
疑
荻
岩
で
、
融
制
赤
叫
悼
の
あ

る
灰
白
色
安
山
岩
質
石
基
中
に
、
白
色
粘
土
及
び
黒

色
卸
石
田
悦
の
際
を
混
じ
、
限
〈
し
て
脆
い
。

イ
カ
リ
ガ
ハ

碇
川

石
川
部
首
相
世
庄
の
領
乙
九

に
あ
る
。
箆
永
総
に
、
苦
手
取
川
が
此
の
磁
を
統
れ

て
厨
た
時
、
底
飴
が
着
岸
し
て
錠
を
下
し
た
厨
だ
と

密
い
て
居
る
が
、
全
然
架
歪
で
あ
る
。

イ
カ
リ
ハ
チ
マ
ン
グ
ウ

五

十

里
八
幡
宮

m
E京

都
五
J
l
里
に
鎮
座
す
る
。
舘
註
駁
年
鋭
不
祥
の
利
札

に、
『
入
館
{
呂
、
相
殿
山
王
神
明
多
門
天
安
銀
、
関
京

都
中
町
野
郷
五
十
里
村
』
と
あ
り
、
文
政
の
社
説
帳

に
は
火
宮
五
十
里
村
銀
座
と
す
る
。
今
火
宮
跡-祉
と

都
す
る
も
の
こ
れ
で
あ
る
。

イ
ガ
ン
イ
ン
恰
山富院

鹿
島
郡
三
引
に
在
っ
て
、

提
言
宗
に
臨
し
、
赤
磁
跡
祉
の
別
笛
で
あ
っ
た
。
初

め
天
正
中
赤
磁
山
の
借
切
は
兵
茨
に
躍
っ
て
袋
徴
し

た
が
、
長
法
問
の

m総
出
に
位
す
る
に
及
ん
で
、
そ

の
一
つ
で
あ
っ
た
大
山
崎
院
を
復
興
せ
し
め
、
骨〈割削辿

一-一一ー一


